
ア性を効率的に向上させることができ、ナノ分散させ

ることで少量でも著しく性能を向上させることができ

る２）、３）。

本報のEVAナノコンポジットとは、EVA中に層状フ

ィラーをナノ分散させた材料（図１フィラーをナノ分散させることができた（図２－b））。

［2］耐 熱 性

（1）弾性率の温度依存性

EVAナノコンポジットとEVAの弾性率の温度依存性

を図３に示す。EVAナノコンポジットは、実用温度域

での弾性率（É ）、軟化温度が元のEVAより著しく向

上していることが判る。EVAの非晶部分が層状フィラ












